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▲厳しい環境を反映し参加者の表情は真剣
そのもの（神田キャンパスの就職ガイダンス
で）

▲貴重な情報収集の場「OB・OG相談会」

就職 05年度4月 新卒採用スタート

1月28日に神田・生田それぞれのキャンパス

で3年次生対象の第2回就職ガイダンスが行わ

れた＝写真。その概要をお伝えしよう。 （就職

課）

企業の求める資質を理解

【採用見込は堅調】

05年4月の新卒採用については、株価が回復

し企業業績も回復しつつある中、全体的に企

業の採用意欲は堅調といえる。就職情報会社の全国主要企業へのアンケート結果に

よると、大卒文系では「前年並み見込み」とする企業が48.8％と約半数を占め、「増加

見込み」も28.0％と昨年同期調査よりも増加し、「減少見込み」の9.6％を大きく上回って

いる。

【企業の厳選採用定着】

採用意欲は堅調であるが、採用計画と採用数には乖離が見られる。基準に合わない

人材は採用しないという、少数精鋭的な厳選採用が定着する中、企業間では優秀な学

生の獲得競争がより激しくなるであろう。他社に先駆けて優秀層にアプローチし、選考

したいという企業の思惑から、採用活動のスタートはさらに早期化の兆しが伺えるが、

「内定出し」は前年並みと思われる。ただし選考の長期化＝面接回数の増加は、ます

ます加速する。

企業が求める資質とは「コミュ二ケーション能力」「熱意」「バイタリティー」である。コミュ

二ケーションの基本は「自分が話す」よりも「人の話を聴く」ことだ。心に留めておこう。

自らの目で確かめる

【内定獲得への取り組み】

①就職ノート作成

資料が散在しないよう、情報の一元管理のた

めに必ず作成する。次の3点を押さえておきた

い。【活動スケジュール／企業情報／送信・提

出書類の控え】

②エントリー

企業に自分という存在を認識してもらうことが目的。関心のある企業には積極的にエン

トリーし、早めの対応を心がけよう。企業は一括エントリーではない、個別エントリーの

学生を「志望度」が高いと捉える傾向があることも覚えておこう。

③OB・OG訪問／店舗見学

12月に神田キャンパスで行われたOB・OG相談会＝写真右＝は仕事の裏話が披露さ

れ、非常に好評であった。OB・OG訪問というと「面倒くさい」「断られたらどうしょう」など

と億劫になりがちだが、貴重な情報が収集出来、また自分の働く姿がイメージ出来る

絶好の機会となる。

現場の状況を理解した上で、チャレンジ意欲を見せることが採用担当者の心に響くの

だ。また、店舗や展示場を持つ企業を志望する学生は必ず見学すること。自らの目で

確かめることにより、将来のあるべき姿が見えてくるはずだ。ぜひ実行を。

http://www.senshu-u.ac.jp/index.html
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④履歴書・エントリーシート

選考書類としてエントリーシート（以下、ＥＳ）の提出を求める企業が増えているが、通

過率は3割～5割程度。企業によってESの書式はさまざまだが、自己PR、学生時代の

経験、将来のキャリアプランなどが求められる。採用担当者に「この学生にぜひ会って

みたい」と思わせることが大切で、気持ちが伝わらない独り善がりの内容では次の選

考ステップに進むことが出来ない。就職課ではES・履歴書の添削を行っているので積

極的に活用してほしい。

⑤会社説明会参加

採用選考の受験条件に説明会参加が必須条件となっている企業も多い。こまめに企

業情報をチェックして、早めに申し込むこと。昨今の新卒社員の離職率の高さに困惑し

ている企業は、積極的に自社を理解してほしいと考えている。自分の軸とマッチする企

業なのかを確認するためにも積極的に質問するなどして疑問や不安を解消しよう。

⑥筆記試験

多くの企業が1次試験に設定しており、次のステップ（面接）に進むために避けては通

れない関門である。最近は「自分の意見をしっかり持っているか」「文章を論理的にまと

められるか」を判断するために小論文や作文を採り入れる企業が増えている。就職資

料室にある先輩の活動記録を参考に、志望企業の傾向を分析し、対策を練ろう。

⑥面接試験

面接には模範回答はない。面接担当者とことばのキャッチボールが出来れば、コミュ

二ケーション能力が高い、と判断されるはずだ。当日の朝刊には必ず目を通し、興味

を持った記事をメモしておこう。会社に一歩入った時から面接は始まっていると心得る

こと。受付担当者の印象が評価につながることもある。常に緊張感を忘れずに。

⑦内定

やむを得ず内定辞退をする場合にはくれぐれも慎重な対応を心がけてほしい。企業の

人事政策に重大な影響を与えることとなるからだ。必ず就職課に相談してから対応す

ること。

《前向きに謙虚に》

就職活動期間は「嫌だな」と思うことや、結果が得られず、ストレスがたまることも多い

だろう。前向きな思考と謙虚に自分を省みる姿勢があれば必ず乗り越えられる。この

姿勢は社会人になってからも重要なことだ。就職活動は社会人になるための準備期間

でもある。多くの社会人と接することで、揉まれ、葛藤して、答えを見つけ出していって

ほしい。「前向きに、謙虚に」。このことばを皆さんに贈ろう。

新就職支援システム 「Ｓ-ｎｅｔ」稼動

「企業情報」「OB情報」「求人情報」などが閲覧でき、「質問箱」「掲示板」といった便利

な機能もついている。OB情報以外は自宅のPCでも閲覧できる。中でも「求人情報」は

携帯電話に自動的に新着情報を送信出来、また携帯電話からＳ-ｎｅｔへのアクセスも

可能だ。利用出来るのは、求職票の提出学生のみ。未提出者は他の面でも不都合が

生じるため、至急、提出していただきたい。

【ニュース専修2月号8面】


	www.senshu-u.ac.jp
	就職　05年度4月　新卒採用スタート | ニュース専修ウェブ版2004年02月号


